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平成１６年２月２７日 

各      位 
会 社 名  株式会社 イ チ ヤ 
代表者名  代表取締役社長 吉岡 公和 
（登録銘柄 コード番号９９６８） 
問合せ先  取締役財務本部長 曽我部達雄 
（TEL．０８８－８２３－２６３８） 

 
平 成 1 6 年 ７ 月 期 中 間 （ 連 結 ・ 単 独 ） 業 績 予 想 及 び 
通 期 （ 連 結 ・ 単 独 ） 業 績 予 想 の 修 正 に つ い て 

 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 15 年９月 25 日の決算発表時に公表した平成 16 年７月期（平成
15 年８月１日～平成 16 年７月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいた
します。 
 

記 
 
１．平成 16 年７月期中間業績予想数値の修正（平成 15 年８月１日～平成 16 年１月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ５１９ △１７９ △１８２ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ４０９ △１９２ △３４８ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △１１０ △１３ △１６６ 

増 減 率            （％） △２１．２ － － 

（ご参考） 
前期中間実績（平成 15 年７月期） ４１２ △１５６ △３１６ 

 
２．平成 16 年７月期中間連結業績予想数値の修正（平成 15 年８月１日～平成 16 年１月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ５２０ △１８２ △１８５ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ４０９ △１９９ △３５５ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △１１１ △１７ △１７０ 

増 減 率            （％） △２１．３ － － 

（ご参考） 
前期中間実績（平成 15 年７月期） ４８４ △１７７ △３３２ 
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３．平成 16 年７月期通期業績予想数値の修正（平成 15 年８月１日～平成 16 年７月 31 日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １，０９７ △２６５ △２７２ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ７２１ △４４９ △６０８ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △３７６ △１８４ △３３６ 

増 減 率            （％） △３４．３ － － 

（ご参考） 
前期実績（平成 15 年７月期） ７８４ △３７４ △５４５ 

  （参考）１株当たり予想当期純損失（通期） ８円 26 銭 
 
４．平成 16 年７月期連結業績予想数値の修正（平成 15 年８月１日～平成 16 年７月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １，１００ △２７２ △２７９ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ７２１ △４６４ △６２３ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △３７９ △１９２ △３４４ 

増 減 率            （％） △３４．５ － － 

（ご参考） 
前期実績（平成 15 年７月期） ８５６ △３９６ △５６２ 

  （参考）１株当たり予想当期純損失（通期） ８円 46 銭 

 

５．修正の理由 

(1)平成 16 年７月期中間（単体・連結）業績の修正理由 

単体の中間期の売上高につきましては、紳士服等衣料品部門の売上高が競合店の出店攻勢の影

響を受け当初計画を 50 百万円下回ったことに加え、ティ－・シー・ジェイ㈱から譲受けたインタ

ーネットサービス事業の収益見込みが立たないことから撤退することを決議したため、売上高は

409 百万円（当初予想より 110 百万円の減少）となる見込みであります。 

単体中間期経常損益につきましては、経費の削減に努めてまいりましたが、売上高減少の影響

が大きく 192 百万円の損失（当初予想より 13 百万円の減少）となる見込みとなります。 

単体中間純損益は、インターネットサービス事業からの撤退に伴い特別損失として 176 百万円

を計上することから、348 百万円（当初予想より 166 百万円の減少）の損失となる見込みであり

ます。 

連結の中間期の業績については、上記の単体と同様の理由からの修正となります。 
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(2)平成 16 年７月期通期（単体・連結）業績の修正理由 

単体の通期の売上高については、中間期と同様の理由から 721 百万円（当初予想より 379 百万

円の減少）となる見込みであります。 

単体の通期経常損益につきましては、インターネットサービス事業の収益見込みがなくなるこ

とと、現在発行している新株予約権の権利行使の増加を見込んでおり、費用の増加が見込まれる

ことから、449 百万円（当初予想より 184 百万円の減少）の損失となる見込みであります。 

単体の当期純損益につきましても、上記の理由から 608 百万円（当初予想より 336 百万円の減

少）の損失を見込んでおります。 

連結の通期の業績については、上記の単体と同様の理由からの修正となります。 

 
以  上 


